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市 の 人 口 
	

男 25,677人 
	

世 帯 数 	14,633 

	

53,089人 女 27,412人 
	

（昭和57年 9月1日現在）住民基本台帳から 

~ 

準鴛襲認熱熱 

 

9月1日は「防災の日」。 

自主防災会を組織している鎌谷町町内会（寺田清会長、 

528世帯）は 9月1日、子供からお年寄りを含めた町内ぐ

るみの防災訓練を実施、万がーの災害に備えました。 

当日午前10時、鎌谷町地内にある中央公民館が炎上、 

類焼のおそれがある・・・というのが訓練の想定。 

訓練には鎌谷町町内会をはじめ、老人クラブ、保育園、 

製材所のほか、消防署、日赤五所川原地区など 200人が  

参加。消防署への火災の通報と同時に、かまや保育園の

園児60人と付近の住民が公園に避難、寝たきりのお年寄

りが担架で救出されました。 

一方製材所、プロパンガス充填所では、作業員が総出

で延焼防止訓練を実施。中央公民館では、レインジャー 

やハシゴ車による屋上からの救出訓練、また消火器によ

る消火訓練も行われ、身近な火災予防を熱心に体験しま

した。 
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建設でクワ入れ 

防衛大学校学生募集 

五
十
九
年
四
月
開
校
目
指
し
 

第
四
中
学
校
建
設
ス
タ
ー
ト
 

働
く
婦
人
に
憩
い
の
場
を
と
、
 

市
が
新
町
の
警
察
署
跡
に
建
設

す
る
 
「働
く
婦
人
の
家

・
保
健

セ
ン
タ

ー
」
 
の
起
工式
が
九
月

二
日
、
建
築
現
場
に
寺
田
市
長

を
は
じ
め
工
事
関
係
者
な
ど
四

十
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

「働
く
婦
人
の
家

‘
保
健
セ

ン
タ

ー
」
は
、
総
工
費
四
億
三

千
万
円
を
か
け
一
千
二
百
七
十

九
平
方
H
の
敷
地
に
鉄
骨

・
鉄
 

筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
 

（
一部
四
階
）
建
て
を
建
設
す

る
も
の
。
 

完
成
は
明
年
三
月
の
予
定
で

す
。
 

一
階
が
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
 

談
話
図
書
コ
ー
ナ
ー
、
事
務
室
、
 

託
児
室
、
集
団
検
診
室
、
診
察

室
、
心
電
図
室
、
保
健
指
導
室

二
階
が
働
く
婦
人
の
家
で
、
 

調
理
実
習
室
、
講
習
室
（
和室
）
、
 

機
能
訓
練
室
、
軽
運
動
場
 

飯
詰
中
学
校
と
中
川
中
学
校

を
統
合
し
、
五
十
九
年
四
月
開

校
を
目
指
し
て
い
る
市
立
第
四

中
学
校
の
建
設
工
事
安
全
祈
願

祭
が
九
月
四
日
、建
築
現
場
（
沖

飯
詰
字
男
鹿
二
二
四
）
に
寺
田

市
長
ら
工
事
関
係
者
四
十
人
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

市
立
第
四
中
学
校
は
、
沖
飯

詰
と
飯
詰
の
ほ
ぼ
中
間
地
点
に

建
設
す
る
も
の
で
、
総
工
費
は

約
十
億
六
百
万
円
。
三
万
八
千

五
十
九
平
方
1
1の
敷
地
に
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
（
延
 

三
階
が
働
く
婦
人
の
家
と
保

健
セ
ン
タ
ー
が
共
有
し
、
講
習
 

出
稼
者
の
現
地

選
考
日
程
 

ロ
選
考
時
間
 
い
ず
れ
も
午
 

前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
 

ロ
現
地
選
考
日
程
 

▽
愛
知
 
十
月
四
日
（
月
）
 

（
職
安
選
考会
場
）
 

▽
東
京
 
十
月
五
日
（
火
）
 
 

べ
面
積
三
千
五
百
六
十
八
平
方
 

M
）
の
校
舎
と
、
千
二
百
平
方
 

H
の
体
育
館
、
そ
れ
に
運
動
場

等
を
建
設
す
る
も
の
で
す
。
 

第
四
中
学
校
に
は
、
統
合
す

る
両
校
の
ほ
か
に
、
現
在
金
木

南
中
に
通
っ
て
い
る
長
富
地
区

の
生
徒
の
ほ
か
、
五

一
中
に
通

っ
て
い
る
一
野
坪
地
区
の
生
徒

も
編
入
さ
れ
ま
す
。
 

統
合
後
の
生
徒
数
は
、
三
百

四
十
九
人

（
普
通教
室
九
、
特

殊
教
室
一
）
と
な
り
ま
す
。
 

室
（
洋
室
）
、作
法
室
（
水
屋
付
）
 

小
ホ
ー
ル
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
 

屋
上
に
は
青
空
プ
レ
ー
コ
ー
ナ
 

ー
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
 

（
監督
署
会
議
室
）
 

▽
埼
玉
 
十
月
六
日
（
水
）
 

（職
安
選
考
会
場
）
 

▽
神
奈
川
 
十
月
七
日
（
木
）
 

（
監督
署
会
議
室
）
 

▽
千
葉
 
十
月
八
日
（
金
）
 

（
職
安
選
考
会場
）
 

▽
静
岡
 
十
月
十
三
日
（
水
）
 

（同
）
 
 

ロ
募
集
人
員

理
工
学
専
攻
 

・

人
文
社
会
学

専
攻
 
約
五
百

人
 ロ

資
格
 
高

卒
（
見
込
み
）
、
 

二
十
一
歳
未
満

者
（
自
衛
官
は

二
十
三
歳
未
満

者
）
 

ロ
受
付
期
問

十
月
一
日

ー
 

十
月
二
十
三
日

ロ
試
験
期
日
 

一
次
十
一
月
二
日
・
三
日
、
 

二
次
十
二
月
五
日
ー
八
日
 

ロ
合
格
発
表
 
五
十
八
年
一
一

月
十
日
 

ロ
入
（
校
）
隊
 
五
十
八
年
四

月
上
旬
 

ロ
待
遇
・
そ
の
他
 
修
学
年

限
四
年
。
卒
業
後
一
年
で
、
三

等
陸
・
海

・
空
尉
 

ロ
お
間
合
わ
せ
 
青
森
地
方

連
絡
部
五
所
川
原
募
集
事
務
所
 

（廿
⑩
二
三
〇
五
番
）
 

ミ働く婦人の家こ建設現場で 

ク働
く
婦
人
の
家
）
着
工
 

保

健
セ
ン

タ
ー

も

併
設
 

r
 

r
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写
真
ー
上
は
第
四
中
建
設
現
場
。

下
は

働
く
婦
人

の
家
建
設
現

場
 

、 

設
 

施
 

一
 

一
 

纏算 
街区番号 

面 積 用 途 地 域 
街区 符号 

① 8 15 約460 吋 第一種 
住居専用地域 

前
 
面

m
 

路
  6

 

道
幅
 ② 26 4 J307 

③ 26 17 約3羽 中 ．
月
 
‘

リ
 
路
 

4
 
m

地
 

面
く
 
道
袋
 
幅

ー
  ④ 33 2 約548 ク 前 面 公 園 

⑤ 2 7 0’165 
ュ月
 
」

リ
 路

 
面
m
 

道
幅
  

6
 

員
 

駅東部第ニ地区 

市
で
は
、
駅

東
部
第
二
地
区

土
地
区
画
整
理

事
業
区
域
内
の

保
留
地
を
、
次

の
要
領
で
公
売

し
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
九

月
一
一十
九
日
 

（水
）
 

受
付
 
午
後

時
か
ら
午
後
 

‘時
ま
で
 

入
札
 
午
後
二
時
十
分
か
ら

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
五
階

ホ
ー
ル
 

ロ
公
売
の
方
法
 
一
般
競
争

人
札
 

ロ
土
地
の
表
示
 
別
表
の
と

お
り
 

ロ
入
札
保
証
金
 
入
札
金
額

の
百
分
の
五
以
上
 

ロ
当
日
持
参
す
る
も
の
 
印

鑑
（
代
理
人
の
場
合
も
必
要
）
 

ロ
お
問
合
せ
先
 
市
都
市
計

画
課

（廿
⑩
二
一
一
一
番内
線
 

ロ
と
き
 
十
月
二
日
（
土
）
、
 

1ニ
日
（
日
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
飯
詰
不
動
公
園

ロ
行
事
（
特
設
ス
テ
ー
ジ
）
 

「
 

r
 

⑨
十
月
二
日
（
土
）
午
前
十

時
登
山
ば
や
し
と
獅
子
舞
競

演
会
、
午
後
一
時
 
津
軽
民
謡

と
手
踊
シ
ョ
ー
（
五
所
川
原
民
 
 

謡
協
会
）
 

＠
十
月
三
日

（
日）
 
午
前

十

一
時
と
午
後
二
時
 
歌
謡
・

民
謡
シ
ョ
ー
（
三
浦
み
の
る
一
 

行
）
 

ロ
主
催
 
五
所
川
原
市
観
光
 

協
会
 

第
十
一
回
 

市
民
フ

A
I
I、
リ

ー
 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
 

ロ
と
き
 
九
月
十
九
日
（
日）
 

ロ
集
合
 
午
前
八
時
お
祭
り

広
場
 

ロ
参
加
資
格
 
小
学
校
四
年

生
以
上
の
健
康
な
男
女

（低
学

年
は
父
兄
同
伴
の
こ
と
）
 

ロ
参
加
料
 
無
料
 

ロ
申
込
み
方
法
 
各
自
転
車

店
へ
 

／
 

隣
り
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。
お

昼
に
は
ゲ
ー
ム
と
豚
汁
を
準
備

し
て
お
り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
各
自
転
車
店
ま

た
は
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
 

ロ
事
務
局
 
市
内
寺
町
五
「
一

岩
谷
呉
服
店
（
云
璽
ハ
六
六
一

番
）
へ
 

◇

Y
 

◇
 

「み
ん
な
の
消
費
 

生
活
展
」
 
へ
ど・
つ
ぞ
 

「み
ん
な
の
消
費
生
活
展
」
 

が
九
月
十
七
日
（
金
）
か
ら
十

九
日

（
日）
ま
で
の
三
日
間
、
 

大
町
丸
友
デ
パ
ー
ト
で
開
か
れ

ま
す
。
 

ご
観
覧
下
さ
い
。
 

 

保
留
地
を
公
売
し
ま
す
 

 

一
「
二
五
二
一
三二
番
）
へ
 

（
案
内
書
を用
意
し
て
あ
り
 

ま
す
）
 

 

麟
繊
鰐

」
 

お
そ
ろ

い
で
ど

う
ぞ
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4... 
ンに 

灘零鷺表彰篇 
56年度市税納期内完納者 

10月 1 日～11月30日 

ー度の好奇心が

わが身をそして 

家庭を崩壊させる 

旅奏’・党‘せいガり為珠柳迦動 

基礎資料として活用されます。 

なお、調査員をはじめ調査関係

者が、調査で知った個人や世帯の

秘密を漏らすことは法律で禁じら

れています。また、調査票は大勢

の人のものを合せて集計され、統

計として利用されます。 

このため、秘密は完全に守られ

ますから、ありのままを調査票に

記入してくださるようお願いしま

す。 

この調査についてのお問い合わ

せは、市総務課・企画室（云⑩21 11 

番・内線318・319番）へお願いし

ます。 

~Iず1」→ ノ,fー“→ーI 、 

しtRWJ.J 、ル．し二 V.) 

就業構造基本調査・・・10月1日 
10月1日を中心として、全国で 

「就業構造基本調査」が行われま

す。調査の対象となったご家庭に

は調査員が伺いますので、ご協力

をお願いします。 

この調査はこれまでほぽ 3年ご

とに行われており、皆さんの仕事

の内容や仕事に対する意識などに

ついてお尋ねするものです。調査

で得られたデータは、国や地方の

雇用に関する政策をはじめ、皆さ

んの生活にかかわる政策のための 

戸 

三
十
九
人
、

二
十
五
年
が
六
十

六
人
、
法
人
が
二
法
人
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
 

け
、
技
術
を
習
得
し
就
業
を
希

望
す
る
婦
人
 

ロ
受
講
料
 
無
料
。
（た
だ
し
、
 

実
習
用
と
し
て
各
自
現
物
を
持

参
す
る
場
合
も
あ
る
。）
 

ロ
募
集
人
員
 
六
十
人
 

ロ
申
込
み
先
 
青
森
県
婦
人

就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
五
所
川
原

駐
在
所
、
新
宮
町
八
四
、
五
所
川

原
職
業
安
定
協
会
内

（
廿
命⑩
）
一
一

五
七
〇
番
）
ま
た
は
市
商
工
観

光
課
（
廿
⑩
二

一
一
一
番
・
内

線
二
六
〇
番
）
 

ロ
申
込
み
期
限
 
九
月
二
十

日
 ロ

持
参
す
る
も
の
 
筆
記
用

具
、
小
バ
サ
ミ
、
物
差
し
 

(527号） ④ 

今
回
は
、
昭
和
五
十
七
年
九

月
三
十
日
で

任
期
満
了
に
伴
う

選
挙
で
す
。
 

権
利
の
申
告

（
変
動届
含

む
。）
昭
和
五
十
七
年
九
月
十

四
日
か
ら
同
年
＋
月
二
日
ま

で
 選

挙
人
名
簿
作
成
 
昭
和

五
十
七
年
十
月
四
日
現
在
 

選
挙
人
名
簿
縦
覧
期
間

昭
和
五
十
七
年
十
月
七
日
か

ら
同
年
十
月
二
十
日
ま
で
 

四
、
選
挙
人
名
簿
の
異
議
申
出

期
間
 

昭
和
五
十
七
年
十
月
七
日
か

ら
同
年
十
月
二
十
日
ま
で
 

ロ
期
間
及
び
時
間
 
九
月
一
一

十
七
日

（
月
）
ー
十
月
二
十
六

日

（
火
）
ま
で
。
（
た
だ
し
、
水
、
 

土
、
日
、
祭
日
を
除
く
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
三
 

昭
和
五
十
六
年
度
の
市
税
納

期
内
完
納
表
彰
式
が
八
月
二
日

市
中
央
公
民
館
に
お
よ
そ
二
百

人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
二
＋

五
年
完
納

の
幾
島
町
川
浪
き
東

さ
ん
ら
個
人

・
法
人
合
わ
せ
て

三
百
三
十
八
人
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
 

表
彰
式
で
は
寺
田
市
長
が
、
 

「
納
税
思
想
普
及
の
リ
ー
ダ

ー
 

シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、
 

市
発
展
に
よ
り
い
っ
そ
う
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
式

辞
を
述
べ
、
十
五
年
か
ら
二
十

五
年
完
納
の
地
区
代
表
に
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
 

表
彰
を
受
け
た
五
十
六
年
度

の
納
期
内
完
納
者
は
、
十
五
年

が
百
三
十

一
人
、
二
十
年
が
百
 

ロ
お
間
い
合
せ
先
 

市
都
市
計
画
課

（
費鵬
）
ー「
一

一
一
一
番
内
線
二
三
三

・
一
一

一一
一五
）
 

十
分
ま
で
 

ロ
講
習
会
場
 
市
中
央
公
民
 

館
 ロ

対
象
者
 
フ
ラ
ン
ス
刺
し
 

ゆ
う
に
必
要
な
基
礎
を
身
に

つ
 

1
駅
東
部
第
二
地
区
土
地
区
画
整
理
ー
 

r山
番
議
会
委
員
選
挙
の
お

知
ら
せ
 

フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゆ
う
技
術
講
習
会
 



市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
 

働
く
若
人
の
仲
間
と
楽
し
く
話

し
合
い
、
余
暇
に
文
化

・
教
養
、
 

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
の
活
動
な
ど
ホ
ー
ム
利
用

者
相
互
の
交
流
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。
 国

目
国
国
国
園
回
図
国
 

手
芸
教
室

へ
ど
う
ぞ
 

ロ
受
講
資
格
 
①
市
内
に
住

所
、
ま
た
は
勤
務
先
を
有
す
勤

労
青
少
年
 

②
満
十
五
歳
以
上
、
三
＋
歳

ま
で
の
方
 

③
以
前
に

受
講
さ
れ
た
方
で

も
結
構
で
す
。
 

ロ
受
講
料
 
無
料

（
た
だ
し
、
 

材
料
費
は
本
人
負
担

）
 

ロ
申
込
み
先
 
市
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム

（
。⑩
三
六
〇
二
番
）
 

ロ
締
切
り
 
九
月
三
十
日
 

（
木
）
 

ロ
募
集
教
室
 

＠
手
芸

（
デザ
イ
ン
ス
ク

ー
 

ル
）
定
員
十
人
 

▽
手
芸
内
容
 
ブ

ー
ケ
、
リ

ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
、
ベ
ロ
ア
ク
レ
 

ー
プ

（
秋
の
花
）
、藤
細
エ
 

◇
 

◇
 

▽
準
備
す
る
も
の
 
ワ
イ
ヤ
 

ー
、
フ
ロ
ー
ラ
テ
ー
プ
、

ハ
サ

ミ

（
紙
、
ワ
イ
ヤ
ー
兼
用
）
、木

工
用
ボ
ン
ド
 

今
回
新
し
く
「
レ
タ
リ
ン
グ

教
室
」
（
定員
十
人
）
を
開
講
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誰
で

も
早
く
、
美
し
く
書
け
る
す
ぐ

に
役
立
つ
レ
タ
リ
ン
グ
教
室

へ

ど
う
ぞ
。
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会
保
険
審
査
会

（
東
京
都
千
代
 

田
区
霞
ケ
関
ー
ノ
ニ
ノ
二
）
に
 

再
審
査
の
請
求
を

す
る
こ
と
が
 

こ
ん
な
と
き
こ
ん
な
手
続
き
を
 

年
金
め
は
声
レ
 

死
亡
者
が
受
け
て
い
な
い
生
‘
」
が
あ
る
と
き
 

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
死
亡
し
た
と
き
 

年
金
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
っ
た
と
き
 

母
子
（
準
母
子
）
福
祉
年金
を

受
け
る
対
象
の
子
に
異
動
が
あ
っ
た
ン
工e
 
 

国
民
年
金
証
書
が
や
ぶ
れ
た
り
、
よ
ご
れ
た
と
き
 

国
民
年
4
」証
書
を
な
く
し
た
と
き
 

印
鑑
を
な
く
し
た
り
、
変
え
よ
う
と
す
る
と
き
 

支
払
郵
便
局
を
変
え
よ
う
と
す
る
と
き
 

住
所
を
変
え
た
と
き
 

氏
名
を
変
え
た
と
き
 

な
く
な
っ
た
と
き
 

恩
給
や
退
職
年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
ま
た
は
、
受
け
 

引
き
続
い
て
年
金
を
受
け
よ
フ
と
す
る
と
き
 

年
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
 

請
求

ま
た
は

届
出
な
ど

を

必
要

と
す
る

場
合
 

未
支
給
福
祉
年
金
支
給
請
求
書
 

福
祉
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
 

福
祉
年
金
失
権
届
 

福
祉
年
金
額
改
定
請
求
書
 

国
民
年
金
証
書
再
交
付
申
請
書
 

国
民
年
金
証
書
亡
失
届
 

印
鑑
変
更
届
 

支
払
郵
便
局
変
更
届
 

住
所
変
更
届
 

氏
名
変
更
届
 

福
祉
年
金
支
給
停
止
関
係
届
 

福
祉
年
金
所
得
状
況
届
 

福
祉
年
金
裁
定
請
求
書
 

届
書

な
ど

の
名
称
 

死
亡
し
た
日
か
ら
6
ケ
月
以
内
  

14H以
内 

す
み
や
か
に
 

す
み
や
か
に
 

そ
の
っ
ど
 

直
ち
に
 

そ
の
っ
ど
 

そ
の
っ
ど
  

14H以
内 

14H以
内 

そ
の
っ
ど
 

毎
年
8
月
1
HH
か
ら
 

国
民
」年
金
証
書
を
提
出
  

8
月
2
0H
ま
で
の
間
に
 

任
金
‘要
け
●
籍
を
得
》A
ち
5
年
〉内
 

届
出

期
限
及
び

備
考
 

その12の 8 

、
 

で
き
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
審
査

・
再
審
査

の
請
求
は
、
処
分
の
通
知
を
受

け
た
日
の
翌
日
か
ら
六
十
日
以

内
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
に

つ
い
て
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
 

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
、
市
社

会
課

・
国
民
年
金
係
（
。
⑩
一
一
 

七
七
⑩
一

一
一
一
番
）
 

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

に
お
問

終
わ
り
 

一
一
一
・
内
線
二
六
六
番

・
一
一

六
七
番
）
、弘
前
社
会
保
険
事
務

所

（
弘
前
市外
崎
五
丁
目
二
番

六
号

・
。
〇
一
七
二
⑩
一
三
三

七
番
）
、ま
た
は
青
森
県
生
活
福

祉
部
国
民
年
金
課

（
青
森
市
長

島
一
丁
目
一
番
一
号

・
。
〇
一
 

,
 

福
祉
年
金
の
支
給
を
受
け
て

い
る
人
が
、
次
の
よ
う
な
と
き

に
は
、
市
役
所
に
届
け
出
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
ら
の
届
け
出
を
し

な
い

と
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
特
げ
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

裁
定
の
処
分
等
に
 

不
服
が
あ
る
と
き
 

裁
定
の
内
容
や
支

払
停
止
な

ど
の
決
定
に
不
服

の
あ
る
と
き

は
、
県
国
民
年
金
課
の
社
会
保

険
審
査
官
に
審
査
の
請
求
を

す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

さ
ら
に
そ
の
決
定
に
不
服

の

あ
る
と
き
は
、
厚
生
省
内
の
社
 

積立分譲住宅補充のこ案内 広 田 団 地 

ロ積立分譲住宅 

住宅金融公庫融資付住宅を分譲価額から公庫融資を除

いた額（自己負担金）を、一定期間（1年・ 2年）積立

てて分譲住宅を購入するものです。 

今年度から新しく住宅金融公庫の割増と公庫融資額に、 

青森県が 5年間1%利子補給する地域特別分譲住宅制度

ができました。 

ロ地域特別分譲住宅制度 

1・住宅にお困りの方で56年度の収入又は所得が次の基 

準以下の方 

0給与所得者56年度収入金額375万円以下 

〇それ以外の方で56年度所得金額255万円以下 

2 ．分譲住宅の面積100d以下のもの 

ロ申込受付期限 12月末まで 

ー般分譲再募集のご案内 
青森県住宅供給公社では、昭和58年に広田団地に建設 

	
ロ受付場所 市都市計画課（廿⑩-廿⑩ 21 11、内線232) 

する分譲住宅の購入者を再募集します。 	 ロお間合わせ 

ロ申込受付期限 9月22日 
	

青森県住宅供給公社（n0177 ⑩ 1625) 
ロ引渡時期 58年6月頃の予定 

	
市都市計画課（廿⑩-廿⑩ 2111、内線232) 
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家
族
・
従
業
員
が
消
火
に
あ
た
る
 

春

藤
さ
ん

に
感
謝

状
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
九

月
一
日
現
在
で
新
た
に
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
る
資
格
を
有

す
る
方

（昭
和
三
十
六
年
九
月

三
日
か
ら
昭
和
三
十
七
年
九
月

二
日
ま
で
に
出
生
し
た
方
及
び

昭
和
五
十
六
年
六
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
七
年
六
月
一
日
ま
で

に
当
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
引
き
続
き
当
市
に
居
住

し
て
い
る
方
）
を
九
月
二
日
に

名
簿
に
登
録
し
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
登
録
さ
れ
た
選
挙

人
名
簿
を
九
月
三
日
か
ら
九
月
 
 

七
日
ま
で
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局

（
市庁
舎
四
階
）
で

縦
覧
に
供
し
ま
し
た
。
 

今
回
新
た
に
登
録
さ
れ
た
方

を
合
わ
せ
た
総
登
録
者
数
は
男

一
万
七
千
二
百
人
、
女
一
万
九
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
 

こ
の
ほ
ど
委
員
会
を
開
き
五
所

川
原
市
原
子

・
羽
野
木
沢

・
俵

元
財
産
区
及
び
前
田
野
目
財
産

区
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
日
程
 

市
内
本
町
の
株
式
会
社
、
「春

藤
」
代
表
取
締
役

・
春
藤
正
志

さ
ん
（
六

一
）
は
、
九
月
六
日
、
 

積
極
的
な
消
火
活
動
に
よ
り
五

所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
管

理
者
の
寺
田
市
長
か
ら
感
謝
状

を
受
け
ま
し
た
。
 

さ
る
八
月
二
十
九
日
午
後
、
 

同
町
繁
業
街
裏
の
小
路
で
、
物

置
小
屋
一
棟
を
焼
く
火
事
が
あ

り
ま
し
た
が
、
出
火
当
時
、
春
 

千
四
百
七
人
、
合
計
三
万
六
千

六
百
七
人
と
な
っ
て
お
り
、
前

年
の
総
登
録
者
数
と
比
較
し
ま

す
と
、
男
が
百
十
四
人
、
女
が

二
百
二
十
人
、
合
計
三
百
三
十

四
人
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

を
次
の
と
お
り
決
め
ま
し
た
。
 

ロ
選
挙
期
日
 
九
月
二
十
六

日
（
日
）
ロ
告
示
月
日
 
九
月

十
九
日

（
日
）
ロ
投
票
で
き
る

方
 
昭
和
五
十
七
年
六
月
十
七
 
 

藤
方
の
二
階
で
洗
濯
を
し
て
い

た
家
族
が
い
ち
早
く
こ
れ
を
発

見
、
従
業
員
と
協
力
し
て
消
防

署
へ
通
報
す
る
一
方
、
店
舗
内

に
設
置
さ
れ
て
い
た
屋
内
消
火

栓
で
消
火
に
あ
た
っ
た
も
の
で

す
。
 

付
近
に
は
、
木
造
住
宅
や
店

舗
が
密
集
し
て
お
り
、
万
が

一

消
火
が
遅
れ
延
焼
し
た
場
合
大

事
に
い
た
る
危
険
が
十
分
に
あ

り
、
春
藤
さ
ん
方
の
家
族
・
従

業
員
ぐ
る
み
の
手
ぎ
わ
よ
い
消

火
活
動
に
拍
手
が
お
く
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

日
以
前
か
ら
各
々
の
地
域
住
民

と
し
て
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
、
昭
和
三
十
七
年
九
月
一
一

十
七
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で

す
。
 

投
票
時
間
及
び
投
票
所
、
不

在
者
投
票
等
詳
し
く
は
、
当
該

選
挙
区
の
毎
戸
に
チ
ラ
シ
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

「脳
軟
化
症
・
針
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
 
「み

ん
な
の
健
康
教
室
」
が
次
の
日

程
で
開
か
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

お
い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
 
「脳
軟
化

症
・
針

・
灸
・
按
摩
」
 
につ
い

て
で
す
。
 

●

」
き
 
九月
二
十
四
日
（
金
）
 

午
後
一
時
か
ら
二
時
ま
で
 

移
動
採
血
車
「
青
い
鳥
号
」
 

が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行

い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 

＠
十
月
四
日

（月
）
〇
午
前

十
時
か
ら
正
午
ま
で
、
市
庁
舎

前
お
祭
り
広
場
 

O
当
日
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
四
時
ま
で
、
国
鉄
五
所
川
原

駅
前
 

あ
な
た
も
一
冊
献
血
手
帳
を
 

第

一
回
市
民
フ
ォ
 

ー
ク
ダ
ン
ス
大
会
 

口
と
き
 
九
月
二
十
六
日
（
日）
 

午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民

館
 

・

灸

・
按
摩
」
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階

ホ
ー
ル
 

ロ
講
師
 
佐
藤
 
仁
氏
 

ロ
主
催
 
北
五
医
師
会
・
五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

年
間
を
と
お
し
て
聴
講
さ
れ

た
方
に
は
、
修
了
証
と
記
念
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。
 

ロ
対
象
 
一
般
市
民
 

ロ
内
容
 
世
界
の
フ
ォ

ー
ク

ダ
ン
ス
交
歓
及
び
指
導
 

ロ
持
ち
物
 
ズ
ッ

ク
靴
を
持

参
の
こ
と
 

ロ
お
申
込
み
 
当
日
会
場
で

受
け
付
け
し
ま
す
。
詳
し
く
は

小
笠
原

〈
廿
⑩
八
七

七

一
番
〉
 

へ
 主

催
 
五
所
川
原
市
フ
ォ

ー
 

ク
ダ
ン
ス
協
会
 

ー
選
挙
人
名
簿
の
 

定
時
登
録
を
実
施
ー
 

財
産
区
議
会
議
員
一
般
選
挙
 

（
街
頭
献
血
の
ご

案
内
）
 

,
 
r
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楽
期
を
む
か
え
、
家
族
で
、
仲
 

す
。
 

五所川原警察署管内の交通事故発生状況 

(8月31日現在） 

巨雰、ぐ！リ 57 	年 56 	年 増減数 

発生件数 252 261 -9 

死 者 数 5 3 +2 

傷 者 数 307 324 -17 

秋の全国交通安全運動 
-9月21日から30日 

, ー~ 

口
と
き
 
九
月
二
＋
！
七日
（月
）
 

午
後
十
二
時
三
十
分
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民

文
化
会
館

市
内
パ
レ

ー
ド
、
交
通
安
全

功
労
者
、
優
良
団
体
、
個
人
表

彰
な
ど
大
会
後
、
ァ
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン

（斉
藤
又
四
郎
一
行
）
と

し
て
民
謡
大
会
を
行

い
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
多
数
参
加
し
て

下
さ
い
。
 

2
7日交
通
事
故

防
止
市

民
大
会
 

に
飲
酒
、
暴
 
間
で
ド

ラ
イ
ブ
に
で
か
け
る
機

走
運
転
の
追
 

会
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
ド

ラ

放
 

イ
バ

ー
は
、
飲
酒

・
暴
走
運
転

四
、
シ
ー
ト
べ
 

は
絶
対
し
な
い
よ
う
、
ま
た
自

ル
ト
着
用
の
 

転
車
や
歩
行
中
の
子
供
、
老
人

推
進
 
を
見

た
ら
か
な
ら
ず
一
時
停
止

こ
れ
か
ら
い
 

す
る
な
ど
安
全
運
転
に
は
十
分

よ
い
よ
秋
の
行
 

気
を

つ
け
る
よ
う
お
願

い
し
ま
 

安
全
利
用
の
 

徹
底
 

三
、
安
全
運
転
 

の
確
保
、
特
 

運
動
の
重
点
 

一
、
歩
行
者
及

び
自
転
車
利

用
者
、
特
に

子
供
と
老
人

の
交
通
事
故
 

什

二
防ュ
輪
車
の
 

く 	受入図書う 
ご利用下さい 
	

市立図書館 

書 	名 著 者 名 書 	名 著 者 名 

日本国勢図会 矢野恒太郎 
誰にでもわかるマイコン
入門 

桑山 義明 

イスラーム文化 井筒 俊彦 書跡 木下 政雄 

美と宗教の発見 梅原 	猛 
シンセサイザーここがポ
イント 

古山 俊一 

理数系に強い子 野田 一郎 財閥が崩れる日 小堺 昭二 

農を求める 石川 武男 氷輪 上・下 永井 路子 

エサ・米 
飼セ
 
料
ン
 
米

タ
 
情
一
 
報
 

わたしの人生案内 源氏 鶏太 

掛軸の作り方 薮田 夏秋 すばらしき子どもたち 吉田たすく 

朱鷺の物ぶ谷 佐々木一男 本草酒 清水 大典 

菖葉集の鳥 川口 爽郎 二人でノンタン 大友 康匠 

開幕べルは華やかに 有吉佐秤子 傷っいて愛 菊村 	到 

真田太平記 池波正太郎 鬼会 赤江 	爆 

お目にかかれて満足です 田辺 聖子 道頓堀川 宮本 	輝 

武器輪出 読売新聞社 狸はどこへ行った 有明 夏夫 

西津軽 山上 星介 石ころのうた 三浦 綾子 

太宰治水上心中 長篠康一郎 味と映画の歳時記 池波正太郎 

最後の斬首刑 赤石 	宏 麻雀好日 吉行淳之介 

レモンとメロン 千葉 寿夫 もうひとっの満洲 津地 久枝 

認識の形成 藤水 	保 贈られた眼の記録 曽野 綾子 

血液型人生論 能見正比古 八戸の義経伝説を行く 正部家種康 

縄文土器大成 5 伊藤 信雄 言葉西と東 徳川宗賢 

行政相談のお知らせ 

行政管理庁では全国一斉に来る10月17日（日） 

から10月23日（土）までを 「行政相談週間」 

と定め、みなさんが常日ごろいだいておられ

る意見、苦情、要望等について「無料丁で「迅

速」 に、しかも 「秘密」 を守り、親身に相談

いたします。 

期 間 10月18日（月）-10月22日（金） 

ただし、10月17日（日）.10月23日 

（土）は行政相談委員宅で相談に

応じます。 

相談場所 市役所、市民課、市民相談室

相談委員 坂本甚作 市内大字姥落字桜木 

(n⑩3 0 4 8番） 

成田栄一 市内字柳町 

（か⑩3028番） 

, 



六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
未
満
ま

で
の
間
な
ら
、

い
つ
で
も
希
望

す
る
時
叱
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繰
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す
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ま
た
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げ
請
求
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よ
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そ
の
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十
五
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も
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な
お
、
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と
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を
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年
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ま
す
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た
だ
し
、
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五
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に
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前
に
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下
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の
申
出
書
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を
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下
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。
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蕪慰ミ？鷺短 
タ食は I 日の総決算 

タ食には、1日の仕事の疲れをいやし、明日への活力

を蓄える大事な役目があります。家族そろって楽しめる

よう献立内容を充実させましょう。 

と言っても、決してお金をたくさんかけて、デラック

スなタ食にするというのではありません。家庭の経済に

合わせ、また調理にかけられる時間との兼ね合いも考え

て、栄養的に整った献立を考えればよいわけです。 

注意したいことは、タ食は 1日の食事の中心ではあっ

ても、量を取り過ぎないことです。1日の食事のバラン

スを考えて、朝と昼の食事で取りきれなかった栄養分を 

~ タ食で補えるよう、栄養面で配慮することがポイントに 

’ 	なります。 

わたしたちの体は、寝ている間に、体の細胞の古くな

った成分が新しい成分と取り替えられます。細胞の主な

成分はタンパク質ですが、このタンパク質が不足すると

スタミナは回復せず、疲れを翌日に持ち越すことになり

ます。また、細胞の新旧交代やスタミナの回復・蓄積を

スムーズに運ぶには、タンパク質のほかにも十分なビタ

ミン、ミネラルが必要です。 

そのためタ食では、できればタ

ンパク源である魚、肉、卵、豆料

理の中から 2品以上を食卓にのせ、 

さらにビタミン、 ミネラル源とな 

る緑黄色野菜の料理も必ず一皿添えるようにしたいもの 

です。 

次にタ食と肥満の関係ですが、肥満の原因のーつとし

て挙げられるのがタ食事のこどか食いぐです。タ食で動

けなくなるほどたくさん食べると、やたらに胃腸の負担

を重くするだけでなく、肥満につながります。タ食後は 

~ ェネルギーの消耗が少ないため、皮下脂肪として貯蔵さ

れてしまうからです。特に主食となるご飯など糖質の多

い食べ物は、もう少し食べたいと思うころやめて、腹八

分目を心掛けたいものです。 

一ー 	また、晩酌をする場合には、エネルギー（カロリー・

エこ Keal）過剰とならないように、アルコールのエネルギ

豆 ー分だけご飯など減らすことが大切です。ただし、おか

の ずまで食べないのでは、栄養のバランスが崩れるので注

早 意しましょう。 
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農
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が
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す
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す
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措
置
と
し

て
、
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の
要
件
の
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そ
の
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与
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死
亡
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日
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で

納
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猶
予
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れ
ま
す
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ま
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。
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